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自己紹介
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1995年 ゼネコンに就職

2002年 独立行政法人 緑資源機構（事業評価）

2003年 中国四国農政局 事業計画課（事業計画、地元合意形成調整等）

2008年 独立行政法人 国際農林水産業研究センター

2011年 農林水産省 技術会議事務局（農地除染等技術開発）

2012年 飯舘村復興対策課派遣（除染、関係事業、減容開発など）

2014年 国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター

2016年 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

2012年以降 飯舘村復興対策課派遣（営農再開、環境回復等、とにかくいろいろ）

【福島県との関係など】

福島県 仮置場等技術指針策定委員会

飯舘村 職員、除染検証委員会、農業再生検討会

長泥地区環境再生事業運営協議会

楢葉町 除染検証委員会、農業再生プロジェクト プロジェクトリーダー、環境回復検討委員会

南相馬市 除染推進委員会、環境回復検討委員会

富岡町 農業アクションプラン策定復興委員会

環境省 中間貯蔵施設における除去土壌等の減容・再利用方策検討WG

コミュニケーション推進委員会

地盤工学会 土壌中の放射性セシウムの挙動に関するレビュー作成検討委員会

土木学会 低レベル放射性廃棄物・汚染廃棄物対策に関する研究小委員会

専門分野：構造力学、農業土木



話題の整理
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除染と経過

除染廃棄物の流れ

中間貯蔵施設

伝わらない研究成果

住民の考える安全

お伝えしたいこと

震災以降、福島県飯舘村にて、
派遣職員として経験等の報告



除染（放射性物質汚染廃棄物の発生経緯）

3資料参考：環境省情報公開 除染情報サイト



4参考：飯舘村除染検証委員会における環境省説明資料より引用

平成28年度末で面的除染が完了



飯舘村全体事後モニタリングの結果

5参考：飯舘村除染検証委員会における環境省説明資料より引用

除染前 除染後

事後モニタリング（1回目）2017

事後モニタリング（2回目）2018



平成29年 区域再編
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避難者（帰還困難区域）

約23,000人

資料参考：環境省情報公開 除染情報サイト



現在の避難状況（全体）

7資料参照：復興庁HP

自主避難含
福島県から県外
2018.8.1



現在の避難状況
（自主避難含む 福島県から県外 2018.8.1）

8飯舘村 2018.8.1 資料参照：復興庁HP



飯舘村 村内仮置き場
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富岡町 仮置き場
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仮置き場があっても営農再開
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仮置場周辺での営農は問題は無く

ても気分が悪い

ブルーベリー畑

牧草地 水田
メガソーラー



中間貯蔵施設

12資料参考：環境省情報公開 除染情報サイト



受入・分別施設

13資料参考：環境省情報公開 除染情報サイト



住民の考える生活環境の改善
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除染は、宅地と農地、

公共施設等、林縁部20m

（林縁部は場合によって40m）

「なんで東京が１mSv/yで、福島が20mSv/yなの？」

「なんで山は除染しないの？」

「仮置場から廃棄物はいつ無くなるの？」

ただし、現段階で帰還した住民から線量の話は聞かない

誤解と情報不足による負の連鎖



研究成果はつたわらない
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◼ 試験研究の成果は住民には伝わらない。

◼ 首長・行政職の方にはそれなりに伝わるかも知れないが、

実施へ向けた判断は極めて困難。（どこの予算か？）

参考：除染技術開発 環境省・農水省資料より引用

木材洗浄除染

農地反転工除染



住民説明会を開催するまでの流れ
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１）種々の課題（比較的大規模の災害等）

２）情報の収集（自治体等の対応策の検討）

３）関係課の対応策検討（制度、資金等の検討）

４）自治体幹部説明（首長説明）

５）全員協議会説明（自治体議員説明、議会）

６）自治会（区長・自治会長説明）

７）住民説明会

参照：飯舘村HPアーカイブ



住民説明会の主催者（説明者は誰か）
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Case１

公務員

（環境省、文科省、経済産業省、

国土交通省、農水省・・）

↓

住 民

Case２

自治体職員

↓

住 民



ラボの研究成果を現場へ還元

18

例えば

開発した技術を実証へ導くには

１）実施できる自治体の模索と、自治体の担当者へ説明

２）実施へ動ける担当課題なのか担当者なのか？

３）誰が主体で、何の予算で、どのようにやるのか？

４）場合により、発生する廃棄物等はどのように処分するか？

５）そしてだれが説明するか？

ここから先は、先のスライドの繰り返し・・・

でも難しい・・・

環境省：汚染土壌等資材化実証事業



環境再生事業
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⚫ 地域住民の理解を優先・地域の要望を反映させつつ、飯舘村長泥地区
において、村内仮置場に保管されている除去土壌を再生資材化し、緑
化造成の実証事業を実施中。

⚫ 具体的には、村内仮置場の除去土壌を再生資材化施設において、大型
土のう袋の破袋、異物除去、放射能濃度分別等により再生資材化。

資料参考：環境省情報公開 中間貯蔵施設情報サイト



私からお伝えしたいこと
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ありがとうございました。
表現に濃淡がありました、ご理解頂ければ幸いです。

１）多面的な角度で問題点を整理する

２）資金運用、補助金の制度を理解し、いかに活用していくか

３）第三者へわかりやすく説明をする

行政職、研究職、変わらないスキルかもしれません。

あくまでも個人的見解ですが、

⚫ 行政に関する職について、サービス業であることを認識。

⚫ 研究目的を見失わず、自信をもち、まわりと調和する。

⚫ 研究する目的には、その原因となるものや、改善を期待されるもの、開発

を期待されるもの、種々に存在している。

⚫ 災害などの非常時の研究と、平常時の研究の方向性は相違があるかもしれ

ない。


